
○　本校の概要 令和8年3月5日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「日常的に指導できた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

◎保護者アンケート「教職員は、こど
もの学習意欲を引き出す手だてを工
夫している。」の項目で、４段階評価
の上位２位の割合は、前年度９１．
１％から９２．２％であった。

・授業力向上に努めているう意欲あ
る教員が多く、管理職や先輩教員な
どから日常的に学んでいる。管理職
からは児童の様子を通して指導を行
うなどしている。

・研究発表に参加した教員が自校の
連絡会で報告したり、校内研修を開
催したりし伝達することができた。

・月１回の特別支援教育校内委員会
を行い、サポートルームの巡回教員、
スクールカウンセラー、特別支援コー
ディネーター、養護教諭、各担任、管
理職での情報交換を日常的に行うこ
とができた。また、具体的な個別の支
援方法を提案したり、職員会議で共
有したりして、細かな支援に取り組む
ことができた。

・季節や各学年の活動に合わせ、教
室や廊下、階段の掲示内容を意図
的・計画的に整えることができた。学
校公開や保護者会など、保護者が来
校する機会に合わせて、日頃の児童
の様子が伝わるような掲示を行った。
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・児童の様子を拝見すると達成できていると評価した。
・高学年になると人間関係の難しさが出てくるが、先生や
学校全体で把握しているようなので見守っている。
・それぞれが自分らしくいられる居場所があるといいと思
う。小規模校の良さが活かせればと思う。
・5年生対象のSC全員面接について、どのような成果が
あり、発見があったのか?
・いじめ未然防止について、各家庭での保護者の協力が
とても大事だと思う。家庭内での不満や生活の乱れ等が
朝の登校から落ち着かず、楽しく学び友達との関係を乱
す要因になるのではと思う。
・児童から先生、そして管理職の道筋ができていることを
評価したい。
・SNSへの利便性と危険性を児童に教えてほしい。
・すぐに結果が出るものではないにしろ、こどもたちに接
していると、その成長ぶりに驚かされるばかりである。排
除ではなく共生という心も育っているのではないか。
・きめ細やかに対応している結果、ほぼ楽しく学校に通
えているのだと思う。本校も同様だが情報を共有し迅速
に対応していく教員の意識をさらに高めていきたい。
・依然として高い水準ながらも、明るく楽しく学校生活を
送ることができていない児童が少し増えているのが気が
かりである。その理由は何なのか教えてもらいたい。
・学校教育はすべての子供達が学ぶ場所である。いじめ
や暴力のない学校教育が必要である。まず子供達の様
子を確認して、普段と違う様な態度や行動があれば早く
相談に乗ることが大事だ。我々地域も協力させてもらっ
て、楽しい学校生活であってほしい。

◎保護者アンケート「こどもは明るく
楽しく学校生活を送っている。」の項
目では、４段階評価の上位２位の割
合は、前年度９６．５％から９２．５％と
なった。

・毎週火曜日に生活指導連絡会を行
い、こどもたちの様子を全教職員で共
有し、組織的に指導にあたった。

・スクールカウンセラーによる５年生
を対象にした全員面接だけでなく、必
要に応じて担任とスクールカウンセ
ラーで連携して、早期にスクールカウ
ンセラーとの面談を行うことで、こども
たちが安心して学校生活を送れるよ
うにした。

・毎月１回、火曜日に特別支援委員
会を行い、特別な支援を必要とする
児童への支援体制について確認し、
巡回指導教員との連携を図った。

・保護者アンケートの肯定的な割合
が下がったことは、児童の学校生活
の様子を振り返って、改善点を見出し
ていく。また、普段の学校生活の様子
を学校公開時や行事のたびに保護
者へ発信していく。
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・こどもたちは、中休み、昼休みの外遊びを楽しみにして
おり、身体を動かせているので安心している。
・見守り隊の札を下げた人が朝どのくらいいるのか?
・朝こどもが家を出るときに必ず靴を履いて紐を結んで
いるかチェックしてほしい。
・萩中基本ガイドの晴れた日の20分休みは基本外遊び、
教室で過ごすときは担任に伝えるというのはやっている
のか?
・朝の見守り隊として各町会での参加についてはどのよ
うになっているのか?見守るについて確認したい。
・安全性と利便性のバランスづくりに取り組んでもらいた
い。
・追加項目2つ目の安全への取り組みを評価した。
・地域に根差した教育であると感じる。常に児童の安全
を考えていて、たてわりにより異学年交流で「顔」が見え
る萩中小らしい教育だと思う。
・20分休みの後、せっけんを使ってしっかり手洗いしてい
る児童がたくさんいた。自分の身体や健康に興味、関心
をもつよう習慣化されていることが伝わってきた。
・児童の学校生活が安全であるよう取り組んでもらって
いて感謝している。

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

保護者アンケート「こど
もは自分からすすんで
挨拶をしている」と回答
した割合（４段階上位２

位）

４：８０％以上

３：７５％以上

２：７０％以上

１：７０％未満

１：

４： ・今年度の目標「あいさつ」は成果が上がっていると感じ
ている。学校に行くと知らない児童にも挨拶されることが
増えた。今年度だけのものとせず、継続していけるような
指導を期待したい。
・朝の挨拶については元気な挨拶は希望というか理想
かもしれないが、私は小さな挨拶も大切だと思っている。
毎朝ほとんど声を発さず「並んで」とだけの班の班長が
いるが、余計なことは言わずに見守っている。校内で大
きく「こんにちは」という子には大きく返すが、声を出さなく
ても笑顔で目が合うのは嬉しい。基本は今朝は落ち込ん
でいて声を出したくないとかなら、思い切って挨拶して良
いスタートをしようと言いたい。
・こどもたちの道徳感の向上は大人の責任でもある。
・あいさつ運動を通して、一層地域連携を図られることを
期待する。
・道徳の授業は学校公開の時に参観したが、各学年に
合った課題で児童もよく考えていたと思う。
・あいさつは近所の子どもは登下校以外のときもあいさ
つをしてくれる。
・追加項目を特に評価した。近隣として規範意識が育っ
ていることを感じている。
・私の場合はほとんどの児童が顔と名前を認識してくれ
ているので、校内はむろん、校外でも道の向こうからでも
声を掛けてくれ、何なら中学生になっても声を掛けてくれ
る。こども同士のトラブル等、なかなか見えない部分もあ
るが、地域で見守っている。
・すすんであいさつをすることができるよう「萩中小基本
ガイド」や掲示物等で意識付けを行うと共に、道徳の授
業の教材としても取り上げ、意図をもって教育活動につ
なげているのがすばらしいと思う。
・大きな声で気持ちの良い挨拶をする児童が本当に増え
たと実感している。
・学校公開でも廊下ですれ違った時、2年生全員、こんに
ちはと声を掛けてくれた。良い方向に進んでいる。
・小学校の授業はこれからの勉強の基礎であるので真
剣に取り組んでもらいたい。中学、高校といろいろ自分
の将来を見ていく時間で、この時期にいろいろな事に挑
戦してほしい。
・教師は時間がない中、大変であるがよく児童に向き
合っていると思う。

・授業はどれも意欲的に取り組める内容なのだと子ども
達の話から伝わる。読書習慣がよりつくような取り組み
がもう少しほしいと感じている。
・教員が参加している研究発表等について連絡会での
報告、意見交換はとても良いことである。そういう情報が
一定の学年だけではなく学校全体の学校力にもつなが
ると思う。
・各教室や廊下等の展示物、とても見やすく工夫されて
ていいなと思う。
・児童にとって先生は鏡の一つである理解がすすんでい
ることを評価したい。
・追加項目を特に評価した。
・教員にはいつも感じる事だが、細かく授業計画を立て
て学級経営に取り組んでいて、頭が下がる。特に気を付
けてあげなければならない児童に対しても、手厚くサ
ポートしている。それぞれの進度で学習できているのか
と思う。
・HPや校内の掲示により、現在どんな学習をしているの
かよく分かってすばらしい。こどもたちの真剣な表情や笑
顔を見て励まされた。
・理科研究の他、おおたの未来づくり科、英語教育、コ
ミュニティスクールなど、取り組むことが多すぎて負担が
増しているのではないかと心配している。
・児童の個性を生かすのも教師や大人の役割だと思う。
良い面やこどもがもっている個性を生かしてほしい。教
師は皆よくやっていると思う。

３：
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【追加】学校のHPを活用し、学校の様子を
地域・家庭に積極的に伝えていく。また、
学級・学年・学校だよりで保護者に児童の
様子を伝えるとともに、必要に応じて電話
連絡や対面により情報共有をしている。

【追加】毎学期１回、地域班下校を行い、
登下校の安全について確認し、児童の安
全への意識の向上を図っている。
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保護者アンケート「教
職員は、こどもの学習
意欲を引き出す手だて
を工夫している。」の肯
定的な評価（４段階上

位２位）の割合

４：９５％以上

３：９０％以上

２：８５％以上

１：８５％未満

２：

１：

保護者アンケート「こど
もは、明るく楽しく学校
生活を送っている。」の
肯定的な評価（４段階

上位２位）の割合

４：９５％以上

３：９０％以上

２：８５％以上

１：８５％未満

４：

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能
な社会を形成し
ていく態度を形
成します。

個

別

目

標

２

世

界

と

つ

な

が

る

国

際

都

市

お

お

た

を

担

う

人

材

を

育

成

し

ま

す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個

別

目

標

３

一

人

ひ

と

り

が

個

性

と

能

力

を

発

揮

す

る

た

め

の

基

礎

と

な

る

力

を

育

成

し

ま

す

個

別

目

標

５

自

分

ら

し

く

い

き

い

き

と

生

き

る

た

め

の

学

び

を

支

援

し

ま

す

困難のある児
童・生徒一人ひ
とりの状況にあ
わせて教育環境
を整えるととも
に、相談機能の
充実を図ること
で、すべての児
童・生徒が自分
らしくいきいきと
生きるための学
びを支援します。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個

別

目

標

４

学

校

力

・

教

師

力

を

向

上

さ

せ

ま

す

学校関係者記入欄

3

１：

8

2

保護者アンケート「こど
もは、勉強が分かり、
学力が付いている。」
の肯定的な評価（４段
階上位２位）の割合

４：８５％以上

３：８０％以上

２：７５％以上

１：７５％未満

４：

３：

0

0

大項目 取組内容

児童数２０４名、９学級である。教員数は１５名で、教員経験年数１０年未満が、６名である。
　①児童は、「萩中小基本ガイド」を基に生活し、規範意識のある行動や授業規律が保たれている。
　②広い校庭や萩中公園などの自然環境を生かした学習活動、登校班による集団登校や縦割り班活動、ボランティアによる学校支援が充実している。
　③「理科教育推進拠点校」「令和７・８年度 大田区教育委員会教育研究推進校」として、理科教育の充実を図ることを重点に研究に取り組む。

5

9

保護者アンケート「こど
もは、意欲的に学習に
取り組んでいる。」の肯
定的な評価（４段階上

位２位）の割合

４：８５％以上

３：８０％以上

２：７５％以上

１：７５％未満

１：

２：

１：

４：

5

３：

成果
評価

・理科教育推進校としていろいろな角度からこどもたちの
体験授業はすばらしい。先日の宇宙に関するJAXAの方
の話しもとても楽しかった。保護者も参加できると、質問
からこどもたちも、それを聞いてみたかったとなったり、授
業の広がりもあるのかなと感じた。
・教育研究推進校として教育向上に積極的に取り組んで
いることを評価したい。
・補習授業は先生の負担の中、その姿勢、取り組みが評
価される。
・学業の遅れは非行へと繋がる要因となりうるので、今
後も継続を期待したい。
・追加項目3,6を評価した。
・学校公開時だけでは分からない、日々の授業の中での
体験学習が多く、こどもたちにも良い刺激になっていると
感じる。
・意欲的に学習に取り組んでいる姿を公開授業等を通し
ても感じられる。ICTも効果的によく活用されていて見習
いたい。
・不確実な時代を生き抜く力を養ってもらっていることに
感謝している。
・学校公開で見ていても、教師の話を児童が聞き、分ら
ない事に対しても積極的に聞き、教師も分かりやすい説
明で対応しているので良い連携が取れていると思う。
・理科は大田区推進校として力を入れて活動しているの
で安心している。

・70周年記念行事で、児童は地域の成り立ちを学ぶこと
ができ、保護者と家庭での会話で深めることができたの
ではないか。節目に振り返ることは大事だと改めて感じ
た。
・国際都市の面では、もう少し普段から多文化に自然と
触れる機会があると嬉しいと思う。
・70周年記念式典では、とても見応えのある感動的な発
表であった。
・各クラスの教室や廊下の掲示物等、とても見やすくい
つも楽しみにしている。
・地域の商店等の連携授業は今でもこどもたちがお礼に
書いた寄せ書きが新聞屋にあった。
・子ども達にとって、家庭、学校が生活基盤であることを
踏まえて、一層社会、世界に目が向けられることを期待
する。
・国際化＝英語国だけでなく、広く向けさせてもらいた
い。
・地域的にも発展性のある取り組みを評価した。
・全てに言えることだが、一部の児童を見て高評価、低
評価というのは、我々の立場からすると判断が難しい場
合がある。学校に赴いた際にこどもたちの様子を見てい
ると意欲的に取り組んでいることが伺える。
・SDG'sや食育の取り組みから、グローバルな視点をも
ち、こどもが世界に向けた国際感覚を身につけられるよ
う努力していると思う。図工で伝統的な模様を学んだり、
日本の文化も大切に思う心を育てたりしていることも分
かった。
・70周年記念式典でも学校の成り立ちの歴史を踏まえな
がらのアトラクションに感銘を受けた。
・羽田は日本のハブ空港があり、海外からの客も多く、
英語を生かした交流ができると思う。羽田の歴史や文化
を理解して，後世に伝える手伝いを学び担ってもらいた
い。

0

◎保護者アンケート「こどもは勉
強が分かり、学力が付いている」
の項目では、４段階評価の上位２
位の割合は、前年度８６．９％か
ら８４．９％となった。

・夏季休業中の個人面談では、大
田区学習効果測定の結果などを
もとに、児童一人一人のつまずき
や、できていることについて丁寧
な説明ができた。

・年６回の月曜日の放課後の算
数補習を通して、学習への戸惑
いのある児童に手厚く指導するこ
とができた。

・授業改善推進プランを各学年、
各教科主任が全体に発表して全
教員で成果と課題を確認した。
ホームページや保護者会を通し
て、各学年の取組を丁寧に説明
した。

・校内研究では、研究主任が中心
となり、「令和7・8年度 大田区教
育委員会教育研究推進校」「大田
区理科教育推進拠点校」として研
究授業・協議などを行い、文部科
学省の教科調査官を招へいし、
年間6回の研究授業を行った。

Ａ

Ｂ

個

別

目

標

１

予

測

困

難
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未

来

社

会

を

創
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に

生

き

る

力

を

育

成

し

ま

す

目標に対する成果指標

４：

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3.3

3.3

3.6

3

２：

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

4

２：

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3.3

3.7

3.4
③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

3.4

個

別

目

標

７

学

校

・

家

庭

・

地

域

の

連

携

・

協

働

に

よ

る

地

域

コ

ミ

ュ
ニ

テ

ィ

の

核

と

し

て

の

学

校

を

つ

く

り

ま

す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

◎保護者アンケートにより、「学校は
地域の力（保護者以外）をこどもたち
の教育に活かしている。」の項目で、
４段階評価の上位２位の割合は、前
年度８６．９％から９６．５％であった。

・学校ホームページを最大限に活用
し、毎日の教育活動を写真と説明付
きで更新してきた

・昨年度から始まったコミュニティ・ス
クールは、学校支援地域本部が中心
となって運営し、今年度は周年に関し
て協議を行った。来年度は、さらに登
校班の在り方について熟議していき
たい。

・学校運営協議委員に、運動会や小
中高音楽交流会、学校公開などの参
観の機会をもった。３学期は授業参
観・協議会として開催する。

・学校支援地域本部を中心に図書や
家庭科、ワク夏などのボランティア活
動の支援が充実した。また、「おおた
の未来づくり」では5年生がものづくり
に取り組み、地域力を生かした活動
として地域の商店との連携授業を
行った。今年度もゲストティーチャーを
招き、講演や実技体験を通して学習
を深めることができた。

１：

3

保護者アンケート「学
校は、地域の力をこど
もたちの教育に活かし
ている。」の肯定的な
評価（４段階上位２位）

の割合

４：９０％以上

３：８５％以上

２：８０％以上

１：８０％未満

・学校HPの情報をきっかけに家庭での会話も盛り上がる
ので有難く思っている。
・もう少し、PTAと先生方で何か一緒にやっていけたらい
いと感じている。
・音楽交流会はそれぞれの学校において指導者が変
わったりもあり、その学年によっても違うと思うが、大いに
高校生も小中学生からの刺激を受けてほしいと思う。
・家庭科、図工等の補助も参加してみると、頼ってもらっ
てる事が分かり、声をかけてもらえて嬉しい。
・地域の組織は、大人達が希薄なのが気がかりである。
・地域での取り組みを評価した。
・学校側は大変工夫された学校運営だと思うのだが、や
はり家庭生活においてもう一つ…、というところだろうか。
・昔話をしても今の保護者には響きにくいので正論だけ
では難しいと感じる。午後8時30分までには寝かせると
か、酒の席に子どもは連れていかないとか。
・地域に開かれた学校運営をされていることが小中一貫
教育の日の話し合いや地域行事からも感じ取れた。小
学校で育ててもらったこどもたちの力や可能性を中学校
にも大切に引き継いでいきたいと思う。
・学校運営協議会も学校の課題を具体的に議論する場
となり、一緒に学校を作り上げていく気運が増して良いこ
とだと感じている。
・地域やPTAは学校と連携して、児童の健全育成に協力
してほしい。萩中小学校は、その点しっかり対応できてい
ると思うが、個人情報にならない程度の話をしてもらいた
い。

◎保護者アンケート「こどもは自分か
らすすんで挨拶をしている」の項目で
は、４段階評価の上位２位の割合
は、前年度６８．８％から７５．６％と
なった。

・年間生活指導目標として「あいさつ
いっぱいの萩中小」を掲げ、あいさつ
級等を設定して取り組んだ成果が見
られた。

・賞のために挨拶をするで終わらない
ように、日常生活全般で挨拶のでき
る児童を今後も育成していく。

・小中一貫教育の日には、近隣小学
校３校と近隣中学校１校により、生活
指導上の情報交換を行い、情報共有
している。

・早期発見、早期対応を心掛け、児童
のメンタルヘルス調査後、該当事項
に当てはまる児童と面談を行う。児童
に寄り添うことで児童の悩みなどを詳
しく知ることができている。

・校内で毎週火曜日に生活指導連絡
会を行い、配慮を要する児童などを
報告し合い、全教職員で情報共有し
ている。必要に応じて、管理職が面
談などを行っている。

・日頃からの児童のよりよい人間関
係の構築と、修復時の適切な対応に
ついて、若手を含め全教教員で共通
理解した。

・「萩中小基本ガイド」をホームページ
にも掲載し地域・保護者に周知すると
ともに、児童が完全に理解できるよう
に指導している。

3

２：

5

◎保護者アンケート「こどもは意欲的
に学習に取り組んでいる」の項目で
は、４段階評価の上位２位の割合
は、前年度８８．２％から８１．５％と下
がってしまった。普段の児童の学習
意欲は変わっていないと思うが、保護
者目線にそう映ってしまったことは来
年度の課題である。

・大田区理科教育推進拠点校として
理科を中心に授業改善に取り組み、
誰もが自信をもって考察を書くことに
取り組んだ。

・１１月の７０周年記念行事で、各学
年が萩中に縁のある出し物を披露し
た。

・人権尊重週間に合わせて、標語や
書写、ポスターを作成し、それを掲示
して鑑賞することで、こどもたちの人
権意識の向上を図った。

・各学年で地域巡りや地域の商店と
の連携授業などを行い、地域学習を
学校として行ってきた。特に６年生
は、羽田の町について調べ、式典で
発表した。

4

４：

0

0

Ｃ

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と
協働し、問題解
決していく意欲
や、予測困難な
未来社会を切り
拓いていくために
重要な創造力や
課題解決力、情
報活用能力を育
成します。

【追加】「萩中小基本ガイド」の日々の徹底
により、規範意識を育む指導を行う。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

【追加】世界の玄関口となる羽田の地域に
ある学校として、地域の教育資源を活用
し、羽田の歴史や文化等を理解し、地域に
貢献する意欲の向上を図っている。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

【追加】大田区教育委員会教育研究推進
校として、校内研究と連動した授業改善に
励み、理科教育の充実を図る。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

3

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図っ
ている。

3.4

3.3

3.5

3.4

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

3.7

【追加】週１回の生活指導連絡会等にて児
童の様子を全教員で情報共有するととも
に、指導方針を共有していく。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

Ｄ

【追加】環境整備部が中心となり、教室や
廊下、階段などの掲示内容を定め、意図
的・計画的に環境を整える。

③避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

3.3

4
Ｂ

３：

83.5

3.3

3.4

0

３：

保護者アンケート「教
職員は、健康で安全な
学校生活を送るための
指導をしている。」の肯
定的な評価（４段階上

位２位）の割合

４：９５％以上

３：９０％以上

２：８５％以上

１：８５％未満 0

４：

3.6

3.5

Ｃ

3.5

0

0

7

2

１：

３：

◎保護者アンケート「健康で安全な学
校生活を送るための指導をしてい
る。」の項目で、４段階評価の上位２
位の割合は、前年度９７．３％から９
７．２％であった。

・養護教諭がすすんで、ケガや病気
の予防に関する資料を保護者に配布
したり、直接児童に指導したりする取
組を行っている。

・休み時間の終わりに手洗い・うがい
を促す放送を行うなど、感染症対策を
行った。

・休み時間は、たくさんの教員が校庭
に出て児童と運動するなどしてふれ
あい、児童理解につなげていた。

・生活リズム調査を学期ごとに１週間
に渡って行うことで、児童の生活習慣
を把握し、指導や改善に当たることが
できた。また、望ましい生活習慣への
意識が高まった。

3.3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3.5

【追加】理科教育推進校として、理科の授
業を中心に、児童が問題を見出し、解決す
る力の育成を図っている。

3.6

②学校内外での様々な体験活動や自己
評価する習慣づくりを推進し、自ら考え判
断する力や、他者と協働していく力の育成
を図っている。

3.3

２：

３：

3.3

２：

Ａ

Ｂ

Ｃ

3.4

3.3

3.5

Ａ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ


